
                

 
 

 

 

 

 

レンコン黒皮症対策としての石灰窒素の効果 

石灰窒素は土壌中の水分や微生物により分解が進みます（図１）。分解途中で発生する

シアナミドに殺センチュウ効果があります。 
 

 
 

 

 

 
 

より効果的な散布時期はいつ？ 

これまでの試験より、石灰窒素による殺センチュウ効果は 20℃以上の温度条件で高い

ことがわかっています（図２）。 

R4、R５年に地表からの深さ 50 ㎝の地温を測定した結果より、地温 20℃以上が続く

7～9 月（特に 8 月）はより効果が高い時期だと推測されます（図３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

散布する際の注意点 
 

・ 農薬としての使用は植付前、１作１回（１年以上の休作期間 

も１回のみ）。 

・ 漏水田では使用不可。 

・ 周辺へのドリフトや越水に十分注意する。 

・ 散布後はすぐよく土壌混和する。 

・ 混和時は田面水をなるべく落とし、処理後もできる限り落水する。 

・ 石灰窒素の肥効窒素量を考慮して施肥量を考える。pH 上昇や石灰過剰に注意。 

・ 膨軟な土壌を維持するために有機物の施用による土づくりもあわせて考える。 
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図 1 石灰窒素の分解 

ただし、最近は気温の年次変動が大きい

ので、その年の状況をふまえて散布時期

を考えましょう。 

 

農薬使用時の注意：令和７年５月２８日時点の内容です。資料の作成にあたっては、農薬使用基準の内容について細心の注意をはらっていますが、農薬を使用
する方は必ず、使用する前にはラベルを見て、対象作物、希釈倍数や使用量、使用時期、使用回数等を確認し、農薬の誤った使用を行わないようにしてください。 


